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本号では，脊椎脊髄外科領域で最も診断に苦慮する腰痛，特

に椎間板性腰痛についての特集が米延策雄先生によって組まれ

た．椎間板性腰痛の病態に迫るには変性の自然経過の解明，生

化学的，バイオメカ的，そして画像診断学的に集中してアプロー

チする必要があり，それぞれの研究分野でのトップランナー 6

人の先生方にご執筆いただいている．椎間板解剖学への精通か

ら始まり，変性の自然経過，炎症によって惹起されるサイトカ

インの影響，そして各椎間の不安定性の関与，最後に痛みを客

観視できる最先端の画像診断学と盛りだくさんである．これか

ら購読される先生方にはワクワクするような内容である．

2014 年 11 月，千葉幕張で高橋和久会長が開かれた日本腰痛

学会で「腰痛を科学的に評価する」が主題として取り上げられ，

激論が繰り広げられたことは記憶に新しい．痛みは感覚であ

り，それに情動も加わってくる．また，今までこの痛みを客観

視できるツールがなかったことも事実であり，それが診断をよ

り難解にしている．

痛みがすべて椎間板変性，椎間板の神経根への機械的圧迫，

髄核脱出による炎症反応，そして椎間関節の不安定性に起因し

ていれば，診断，治療に苦労はしない．最近の痛み治療薬の変

化をみてもそうであろう．抗炎症剤に加えて，われわれ整形外

科医にとって馴染みのない抗けいれん剤や抗うつ薬などの鎮痛

補助薬が活躍している．まだまだ腰痛は未知の世界であり奥が

深い．

私たち整形外科医，脊椎脊髄外科医は，この難解な痛みをよ

り正確に診断，治療できるプロフェッショナル集団だと思う．

この自負心をもって大きなブラックボックスに立ち向かおうで

はありませんか．

私が難治性疼痛を治療するときの心構えをのべる．

1：決して治療法はないとはいわない．外来へ来たときには，

必ず次の解決策があることを話す．たとえば薬の増量にしても

薬を変えるにしても，これでよくなるかもしれないと少しでも

期待をもたせてあげるべきだ．

2：笑顔と笑いで対応する，楽観主義者でいること．治療する

側が暗い顔をしていては患者さんはもっと暗くなる．つらいの

は患者さんである．

最後に，このたび伝統ある脊椎脊髄ジャーナルの編集委員に

加わることになりました．今後は皆様にご執筆のお願いをする

ことが多くあることと存じます．その折はどうかご協力のほど

をお願い申し上げます．

(松山幸弘)
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